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＝笠原副所長の地方衛生研究所全国協議会近畿支部自然毒部会での講演風景＝ 
  
 2015年11月20日に和歌山市で開催された平成27年度地方衛生研究所全国協議会近畿
支部自然毒部会研究発表会において、笠原義正副所長が「植物の有害な毒性の解明と
分析および有用な機能性探索」と題して記念講演を行いました。 
 自然毒による中毒は致死率が高く、全国的にその解明と分析が注目されるなかでも
近畿支部は特に熱心な取り組みが見られますが、当所の業績はここでも先駆的な知見
として評価され、参加者は熱心に聴講しながらメモをとっていました。 

Dec 10,2015 
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ノロウイルスによる感染症にご注意ください !! 

 ノロウイルスは冬期に流行する胃腸炎の主要な原
因ウイルスです。ノロウイルスによる感染症は吐き
気，嘔吐，下痢，腹痛を主な症状とし、特に吐き気
や嘔吐が突発的であることが特徴です。通常はこれ
らの症状が1～2日続いた後治癒し、軽症で経過しま
すが、小児や高齢者では脱水や吐物の誤飲により死
亡することもあり、注意が必要です。 
  感染は口からウイルスが体内に侵入することで
起こります。感染経路は、ノロウイルスに汚染され
た食材を食べることで感染する食中毒によるものと、
既にノロウイルスに感染したヒトから、嘔吐物や糞
便を介して感染するもの（二次感染）があります
（図.１）。  

 ノロウイルスは感染力が強く、ウイルス粒子10～
100個で感染･発病することから、集団感染が起こ
りやすいことも特徴の一つで、毎年多くの集団感
染事例が報告されています（図.２）。 
 食中毒はカキなどの二枚貝が原因食材として知
られていますが、近年、食品取扱者を介した食品
の汚染を原因とする事例が増加傾向にあります。 
 また、二次感染による集団感染事例は、保育所
や老人ホームなどの施設で多く発生しています。  
 ノロウイルスはⅠ～Ⅴの遺伝子群（GⅠ～GⅤ）
に分類され、GⅠとGⅡが主にヒトに感染します。 
 さらに、GⅠとGⅡの各遺伝子群はそれぞれ9種類
（GⅠ.1～GⅠ.9）と、22種類（GⅡ.1～GⅡ.22）の
遺伝子型が存在します。 
 患者から検出されるノロウイルスの大半はGⅡで、
ノロウイルスについてきちんとしたデータが集め
られるようになった2005年以降、流行の主要株は
ずっとGⅡ.4と呼ばれる型でした。 
 しかし、2015年１月以降、GⅡ.17という遺伝子
型がGⅡ.4に取って代わるようにして広域で流行し
ていたことが明らかとなりました。 
 山形県においても、2015年1月以降に発生した集
団感染事例でGⅡ.17が検出されています。 
 ノロウイルスの本格的な流行は、これから始まり
ます。 
 GⅡ.17が2015/2016シーズンの流行の主流となっ
た場合には、例年以上に大きな流行になる可能性
があります。 
 食品の十分な加熱調理、手指の２度洗いの励行、
汚物の処理時のマスク・手袋使用と、次亜塩素酸
による消毒などの対策を行い、ノロウイルス感染
を予防しましょう。  

 （微生物部 田中 静佳） 
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図.１ ノロウイルスの感染経路 

図.２ 推定伝播経路別ノロウイルス集団発生の月別推移（全国） （国立感染症研究所病原微生物検出情報（IASR）を引用） 



地域 （観測地点）
2016年の

予想総飛散数
例年比

（過去10年平均値）
前年比

（2015年総飛散数）

村山 （山形市） 5,000～6,000
1.1～1.3倍

(4,510)
0.8～1.0倍

(6,159)

最上 （新庄市） 4,000～5,000
1.0～1.3倍

(3,993)
0.3～0.4倍
(12,716)

置賜 （米沢市） 4,500～5,500
1.1～1.3倍

(4,183)
0.8～0.9倍

(5,925)

庄内 （三川町） 3,500～4,500
0.8～1.1倍

(4,263)
0.6～0.8倍

(5,807)

表　県内 4 地点の花粉飛散数予想　(単位：個/cm
2 
）
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来年春に飛散するスギ花粉数の予想 

 当所では毎年スギ花粉の飛散数について情報提供
をしており、その一環として県内の夏の気象条件と
4地域（村山・最上・置賜・庄内）で実施する秋の
スギ雄花着花調査結果をもとに、県内4地域の来年
春に飛散するスギ花粉の飛散数の予測をしています。 
  

１．今年の夏の気象状況 
 スギ花粉のもととなるスギ雄花の量は、飛散する
前年夏の気象条件に影響を受けることがわかってい
ます。前年夏の気象が高温で日照時間が長く降水量
が少ない場合に、雄花が多く形成されるといわれて
おります。 
 今年の夏は、県内4地域ともに気温は前年並み、
日照時間は長く、降水量は少なく、花芽が形成され
やすい気象条件であったと考えられます。 
  

２．スギ雄花着花量調査 
 スギ花粉は雄花で生産されますが、この雄花は7
月から8月にかけ細胞が分化し成長を始め、11月に
はほぼ成長を終了します。この雄花の量を調査し過
去の結果と比べれば、翌年の春に飛ぶスギ花粉の数
をおおよそ予想することができます。 
 今年の11月上旬に、県内12地点のスギ雄花着花量
調査を行いました。その結果、いずれの地点も前年
より少ない雄花の生育状況でした。 
 

３．来春のスギ花粉予想飛散数 
 今年の夏の気象条件は、スギ雄花の生育に適した
気候となりました。しかし前年のように花粉飛散数
の多い年の次の年は、気候条件が揃ってもスギ雄花
が生育しにくくなる傾向があり、今年11月に行った
スギ雄花着花量調査では、雄花の着花状況は前年に
比較すると少ない結果でした。 
 これらの結果から判断すると、来年の県内のスギ
花粉総飛散数は、3,500～6,000個/㎠と予想され、例
年の0.8倍～1.3倍、飛散数の多かった今春の0.3倍～
1.3倍となる見込みです。 
 地域別の総飛散数は、村山地域が5,000～6,000個/
㎠、最上地域が4,000～5,000個/㎠、置賜地区が
4,500～5,500個/㎠、庄内地区が3,500～4,500個/㎠
と予想されます。村山・最上・置賜・庄内地域のい
ずれも前年より少なくなりそうです。 
 また、過去10年間の総飛散数と比べると、来春の
スギ花粉総飛散数は、いずれの地域も例年並みかや
や多くなりそうです。 
 スギ花粉飛散時期には、当所のホームページで県
内4地点の飛散状況について情報提供をしていますの
で、花粉症予防対策にお役立て下さい。 

 （生活企画部 酒井 真紀子） 
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スギ雄花着花量の調査風景 



インフルエンザワクチン株の変遷

ソ連型（H1N1） 香港型(H3N2) B山形系統 Bビクトリア系統

1989/90 H元 A/山形/120/86 A/四川/2/87 B/山形/16/88 B/愛知/5/88
1990/91 H2 A/山形/32/89 A/貴州/54/89 B/香港/22/89 B/愛知/5/88

● ● ● ●

● ● ● ●

1999/00 H11 A/北京/262/95 A/ｼﾄﾞﾆｰ/5/97 B/山東/7/97
2000/01 H12 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/ﾊﾟﾅﾏ/2007/99 B/山梨/166/98
2001/02 H13 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/ﾊﾟﾅﾏ/2007/99 B/ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ/5/99
2002/03 H14 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/ﾊﾟﾅﾏ/2007/99 B/山東/7/97
2003/04 H15 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/ﾊﾟﾅﾏ/2007/99 B/山東/7/97
2004/05 H16 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/ﾜｲｵﾐﾝｸﾞ/3/2003 B/上海/361/2002

2005/06 H17 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/ﾆｭｰﾖｰｸ/55/2004 B/上海/361/2002

2006/07 H18 A/ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/20/99 A/広島/52/2005 B/ﾏﾚｰｼｱ/2506/2004

2007/08 H19 A/ｿﾛﾓﾝ諸島/3/2006 A/広島/52/2005 B/ﾏﾚｰｼｱ/2506/2004

2008/09 H20 A/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/59/2007 A/ｳﾙｸﾞｱｲ/716/2007 B/ﾌﾛﾘﾀﾞ/4/2006

2009/10 H21 A/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/59/2007 A/ｳﾙｸﾞｱｲ/716/2007 B/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/60/2008
以下はAソ連型からﾊﾟﾝﾃﾞ
ﾐｯｸ2009へ

2010/11 H22 A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ/7/2009 A/ﾋﾞｸﾄﾘｱ/210/2009 B/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/60/2008
2011/12 H23 A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ/7/2009 A/ﾋﾞｸﾄﾘｱ/210/2009 B/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/60/2008
2012/13 H24 A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ/7/2009 A/ﾋﾞｸﾄﾘｱ/361/2011 B/ｳｲｽｺﾝｼﾝ/1/2010
2013/14 H25 A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ/7/2009 A/ﾃｷｻｽ/50/2012 B/ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ/2/20
2014/15 H26 A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ/7/2009 A/ﾆｭｰﾖｰｸ/39/2012 B/ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ/2/20
2015/16 H27 A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ/7/2009 A/ｽｲｽ/9715293/2013 B/ﾌﾟｰｹｯﾄ/3073/2013 B/ﾃｷｻｽ/2/2013

A　　　型 B　　　型

ワ　ク　チ　ン　株

シーズン 年度
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インフルエンザＢ山形の由来 

 平成27年11月12日、“鶴岡市内の小学校でインフ
ルエンザが集団発生し、検査の結果、児童の一部は
インフルエンザB型と判定された”というニュースを
お聞きになった方も多いのではないでしょうか。  
 今年もインフルエンザのシーズンに入りつつありま
す。もうワクチン接種は済みましたでしょうか？ 
 衛生研究所では、患者・保護者・医療機関の皆さま
にご協力いただき、鼻咽頭拭い液の患者検体からイ
ンフルエンザウイルスを分離（細胞で増やすことで
す）して、型を決める検査を実施しています。衛生
研究所の検査の結果、鶴岡市内で今シーズン最初に
流行した型はインフルエンザウイルスB型山形系統で
あることが判明しました。 
 ところで、皆さまは“山形系統”の由来はご存じ
でしょうか？“山形系統”の山形は正真正銘、山形
県の山形なのです。 
 インフルエンザ対策のための１つの手段がワクチン
接種です。インフルエンザは変異するため、より効
果があるワクチンを作成するためには、世界中で流
行しているウイルスの抗原性（人の体に免疫を誘導
する部分）を解析する必要があります。その解析の
中で、1987年までに流行していたB型インフルエンザ
ウイルス（代表はB/ビクトリア/2/87）と1988年に山
形県の患者さんから分離されたウイルス（代表はB/
山形/16/88：1988年に山形県で分離された16番目の
ウイルスを意味します）で抗原性が異なることが判
明し、その後ワクチンで使用されることになりまし
た（表）。山形系統、ビクトリア系統という呼び名
はこの解析時の代表株の名前に由来しているのです。 
山形系統とビクトリア系統のどちらが流行するかを
予測した上、B型はそのうち１つだけが抗原として 

ワクチンに組み込まれてきました（表）。しかし、
近年の流行では2系統が混在していることから、
2015/16シーズンはインフルエンザA型の２つに加え
てB型の2系統を含めた４価ワクチンになったのです。 
 インフルエンザワクチンの選定は世界保健機関
（World Health Organization）が実施するので、山
形系統はもちろん国際的に“Yamagata-lineage”と
して認知され、即ちYamagata-lineageの抗原が世界
中のワクチンで使用されているのです。ですから、
ウイルス学の世界では、Yamagataはとても有名なの
です。1989/90・1990/91シーズンは、Aソ連型も山形
県の分離株がワクチンに使われました（表）。つま
り、1989/90シーズンはワクチンに使用された４つの
抗原のうち実に２つが山形由来となっていました
（表）。 
 このように、当時の衛生研究所はインフルエンザ
ウイルスに特化した研究を実施していました。しか
し、現在では、広く呼吸器ウイルスをターゲットに
して感染症対策に貢献することを目指しています。 

（例：メタニューモウイルス検出迅速診断キット開発への貢献：衛研ニュー
スNo171;山形から世界に先駆けて報告したパレコウイルス3型による成人
の筋痛症は山形だけの病気なのか？：同No172;山形県におけるエンテロ
ウイルス7１型の20年以上に及ぶ発生動向調査：同No174） 

 近年のデングウイルスやMERS（マーズ）コロナウ
イルス感染症の報道を見ても、感染症に国境も県境
も無いことは明らかです。ですから、感染症対策へ
貢献していくためには、私たちは広い視野をもって
調査研究を進めていく必要があります。 
 山形をYamagataにするために、県民の皆さまのご
理解とご協力を、引き続きどうぞ宜しくお願いいた
します。          （所長 水田 克巳） 

Dec 10,2015 
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感染症発生動向週報のスタイルを変更します 

Dec 10,2015 
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衛生研究所の論文・学会発表 

 感染症発生動向調査は、週単位で感染症の発生状
況を把握・分析し、県民や医療機関などに対して情
報を提供・公開することにより、感染症の予防及び
まん延を防止することを目的としています。 
 山形県感染症情報センター（山形県衛生研究所）
では、県内各地の医療機関から報告される感染症情
報を集計・分析して、その情報を感染症発生動向調
査週報（以下「週報」）として発行し、毎週水曜日
に衛生研究所のホームページ上に公開しています。 
   従来の週報は情報量に制限があり、字も小さめで
あったことから、もっと多くの情報を見やすく提供
できるよう、来年1月よりリニューアルします。 
 今までより文字が大きくなり、カラーで見やすく
なるとともに、警報・注意報については色分けする
ことにより、一目で確認できるようになります。 
 また、主な定点把握感染症については、別紙にグ
ラフを掲載します。これまでよりも大きなグラフで
発生動向がわかりやすくなっています。 
 さらに、流行中の感染症などについてはトピック
ス欄で解説します。感染症やウイルスの専門知識を
お持ちでない方にも分かりやすい内容となるよう心
がけますので、ぜひご活用ください。 

（生活企画部 小川 直美） 
 

例えばこんな時… 
・「私の住んでいる地域で、今どんな感染症が流行っ 
 ているの？」 
・「インフルエンザって、毎年いつぐらいに流行るの？」 
・「ノロウイルスが流行っているみたいだけど、予防法 
  ってどうすればいいの？」 

山形県感染症発生動向調査 週報をご活用ください
（http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/） 

旧様式 新様式 
（平成28年第1週～） 

http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/
http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/
http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/


薬になる植物（１０８） ネムノキについて 

 梅雨の終わりごろになると、街灯に灯をともすよ
うな植物が花を咲かせます。心が休まるようなピン
ク色の先端、基のほうは白く、扇状に木の梢の上に
ポツリポツリと咲き、花のまわりはガス灯のように
周辺がぼやけるようになり、それがいくつもいくつ
も点ります。そして、ほんのり甘い香りが漂います。  
 アカシアのように強い香りではなく、ひかえめで
色もピンクなのでかわいらしいという形容がぴった
りです。晴れた日には、午後の眠りを誘うような、
気持ちが落ち着く花です。夕暮れ時に灯が点ったよ
うにみえるネムノキのピンクの部分は、植物学的に 
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ネムノキ 
「牧野新日本植物図鑑」より 
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はなくなる。合歓は怒りを除き、萱草は憂を忘る。｣
と記してあります。 
 さらに薬として用いる方法も書いてあり、｢五臓を
安らかにし、心志を和らげる。できものを治し、うち
み、疼痛を治す。｣等が記載されています。漢方処方
ではあまり使用されませんので、主に民間薬として用
いられたと考えられます。 

概要：ネムノキ(Albizzia julibrissin) は、マメ科
(Legminosae)の落葉高木で、高さが10ｍ近くなり、葉
はマメ科特有の2回羽状複葉になっています。 
 夜は葉を閉じるという就眠運動をする植物として有
名です。 
    

は長く伸びた雄しべです。 
 ネムノキという名前は、芽吹く
のが遅く、春に香りを放つ植物が
花を終えるころに、眠りから覚め
たように咲きだすので“眠りの
木”という説があります。 
 もっと理解しやすい名前の由来
は、ネムノキが夜になると葉を閉
じてしまうことでしょう。 
 翌日、明るくなると再び葉を開
きます。これを就眠運動といいま
すが、まさに“眠る木”という名
がぴったりです。このネムノキの
特性をみて万葉の歌人たちはいく
つかの歌を残しています。 
 万葉集では、夜に葉と葉が合わ
さるネムノキを“合歓木”と表記
し“ねぶ”と呼んでいました。  
 『和漢三才図会』には｢この木を
人家の庭や門塀の間に植えておく
と、その家の人が怒るようなこと 
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 しかし、詳しい成分はわかっていません。 
 同属植物にトリテルペンサポニンが含まれている
ので成分が類推されますが、これから研究されるべ
き生薬です。 

薬理作用：薬理作用についても詳しく調べられてい
ません。医学・薬学の古典といわれる書物には経験
的な用い方が記されています。 
 また、伝承のような民間薬的な使用法もいくつか
ありますのでご紹介します。 
 咳嗽で微熱のあるものの治療、打撲筋骨損傷の治 
  療、打撲損傷骨折の治療、クモに

よる咬瘡の治療などが中薬大辞典
に載っています。  
 これらは経験を基にした伝承的
なものであり、現代科学に照らし
合わせると疑問も残りますが、薬
効を調べるための手がかりになり
ます。 
 長い年月の経験による貴重な
データと、すでに科学的に実証さ
れたデータを区別できるように情
報を整理しないと､｢書物に記載さ
れているので薬効があるだろう｣
とか、古い本なので｢記載されて
いるものは科学的証明がされてお
らず、すべてインチキだ｣など、
両極端な意見がでてきます。 
 中身を知ることが大切であり、
まだ検討されていないものは、解
明に取り組むことが科学的な解決
策です。 
 ものごとは白か黒ではなく、白 

（理化学部 笠原義正） 

か黒にするための根拠を、ゆっくりと実証して
いくことが重要なことです。 
 深山幽谷の植物や、路傍に咲く香のいい草花
から薬効成分が得られ、西洋薬として形をかえ
て病気の治療に貢献している植物はたくさんあ
ります。 
 ストレスの多い世の中ですが怒りのおさまら
ない時などは、ネムノキの花をみて、ゆったり
とした気持ちになり、その芳香で心が安らぐよ
うにしたらいかがでしょうか。 
 植物セラピー、アロマテラピー、薬草療法な
どをうまく利用してセルフメディケーションを
行いましょう。 

                                            ごうこんひ  

 ネムノキの樹皮を乾燥したものを“合歓皮”といい、
中国の医薬の古典『神農本草経』には中品として掲載
され、鎮静、鎮痛、体調を整える効があり、うちみや
ねんざ腫れに応用するとされています。 
 花蕾は“合歓花”といい鎮静や健胃に用います。 

成分：成分はサポニンやタンニンを含むとされ、種子
にはアルビジンやアミノ酸の存在が報告されています。 


